
 　
『
東
久
留
米
市
立
学
校
再
編

成
計
画
』（
以
下『
再
編
成
計
画
』

と
い
う
）
に
よ
れ
ば
、
市
内
中

部
地
域
の
小
学
校
再
編
成
に
つ

い
て
は
「
第
八
小
学
校
は
第
五

小
学
校
と
の
統
合
を
基
本
に
、

地
域
内
再
編
成
を
行
う
」「
第
三

小
学
校
の
固
定
制
指
導
学
級
の

施
設
・
設
備
を
整
備
す
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

実
施
案
の
公
表
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
こ
の
間
、
市
の
財
政

危
機
宣
言
と
そ
の
解
除
、
都
立

六
仙
公
園
の
一
部
開
園
、
福
祉

会
館
機
能
の
わ
く
わ
く
健
康
プ

ラ
ザ
へ
の
移
転
な
ど
、
市
政
や

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
平
成　

年
第

１９

１
回
市
議
会
定
例
会
の
市
長
の

施
政
方
針
に
お
い
て
、「
〜
第

八
小
学
校
に
つ
い
て
は
施
設
の

老
朽
化
や
都
立
六
仙
公
園
の
整

備
計
画
と
も
関
連
し
、
早
急
に

適
正
規
模
の
方
向
性
の
具
体
化

こ
れ
ま
で
の
再
編
成

計
画
の
取
り
組
み

　東久留米市教育委員会は、現在そして将来の子
どもたちに「市のどこに住んでいてもできる限り
等しく充実した教育条件や環境の中で学ぶ」こと
が保障できるよう、平成１４年１１月に『東久留米市
立学校再編成計画』を策定し、学校の再編成を進
めています。この間、平成１６年３月に西部地域の
滝山小学校が閉校し、また、既に中部地域と東部
地域においては「地域住民等と市が協力し、その
目的達成に向けての意見交換等を行う」ために設
置された懇談会から、それぞれ報告書が提出され
ています。このような経緯を踏まえ、昨年８月
に、これからの学校再編成を進めるための基本的
な考え方をまとめた、『東久留米市立学校再編成
にかかる実施概要（基本プラン）』を策定しました。
今号では、この基本プランの概要を紹介します。
　詳しくは教育部総務課学校適正化等担当�４７０・
７７８５へ。

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は

積
極
的
に
教
育
委
員
会
と
の
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
」
旨
の
表
明
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
東
部
地
域
に

つ
い
て
も
、
既
に
平
成　

年
３

１８

月
に
『
東
久
留
米
市
立
学
校
適

正
配
置
等
に
関
す
る
懇
談
会
報

告
書
』
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の

後
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
学
校
適
正
化
の
計
画
的
な

実
施
の
た
め
、
中
部
地
域
に
つ

い
て
は
現
状
と
将
来
を
見
据
え

た
実
現
可
能
な
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
東
部
地
域
に

つ
い
て
も
現
時
点
の
考
え
方
を

整
理
し
て
今
後
の
方
向
性
を
示

す
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
現

段
階
に
お
い
て
最
も
適
切
か
つ

実
現
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

『
東
久
留
米
市
立
学
校
再
編
成

に
か
か
る
実
施
概
要
（
基
本
プ

 　

平
成　

年　

月
に
『
中
部
地

１３

１０

域
の
学
校
適
正
配
置
等
に
関
す

る
懇
談
会
報
告
書
』
が
ま
と
め

ら
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
『
再

編
成
計
画
』
の
策
定
か
ら
約
５

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の

間
、
具
体
的
な
実
施
案
を
検
討

す
る
上
で
重
要
と
考
え
ら
れ
る

環
境
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す

（
表
１
参
照
）。

 　

前
述
の
環
境
変
化
等
を
踏
ま

え
、『
基
本
プ
ラ
ン
』
の
策
定
に

向
け
た
課
題
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。

　
（
１
）
児
童
数
の
推
計
か
ら

見
た
「
第
五
小
学
校
へ
の
統
合

案
」
に
つ
い
て
の
検
証

　

①
第
八
小
学
校
は
全
学
年
に

単
学
級
が
継
続
し
て
お
り
、
平

成　

年
５
月
１
日
現
在
の
児
童

１９
数
は
１
１
５
人
で
、
今
後
も
全

学
年
の
単
学
級
が
予
想
さ
れ
て

再
編
成
計
画
以
後
の

環
境
変
化
な
ど

基
本
プ
ラ
ン
の
検
討
の

た
め
の
課
題
の
検
証

い
ま
す
。
一
方
、
第
五
小
学
校

は
現
在　

学
級
５
４
１
人
の
在

１８

籍
と
な
っ
て
お
り
、
仮
に
、
第

八
小
学
校
全
体
を
第
五
小
学
校

に
統
合
し
た
場
合
で
も
現
時
点

の
学
級
数
に
変
動
は
な
く
、
学

級
数
は
学
校
規
模
の
標
準
と
し

て
い
る　

学
級
（
１
学
級
平
均

１８

　

人
）
と
な
り
、
こ
の
計
画
の

３７合
理
性
は
十
分
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
（
表
２
参
照
）。

　

②
ひ
ば
り
が
丘
団
地
建
て
替

え
の
動
向
や
宅
地
増
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
児
童
数
・
学
級
数

の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
場
合
で
も『
再
編
成
計
画
』

の
目
安
で
あ
る
上
限
の　

学
級

２４

に
至
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
（
２
）
学
校
用
地
拡
張
の
可

能
性
の
検
証

　

中
部
地
域
の
学
校
再
編
成
に

当
た
っ
て
は
、
関
係
校
の
施
設

整
備
に
伴
う
学
校
用
地
拡
張
の

可
能
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
、
次
の
二
つ
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
証
し
ま
し
た
。

　

①
第
五
小
学
校
北
側
民
有
地

…
隣
接
す
る
十
筆
の
一
団
の
農

地
と
赤
道
の
合
計
８
１
８
４
�

（
公
簿
）
は
、
生
産
緑
地
法
に

か
か
る
指
定
が
な
さ
れ
て
お

り
、
同
法
の
趣
旨
の
観
点
で
は

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
私
有
財
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
所
有
者
の
理
解
と
協
力
が

な
け
れ
ば
実
現
し
ま
せ
ん
。

　

②
第
三
小
学
校
北
側
（
旧
福

祉
会
館
跡
地
）
…
当
該
用
地
の

売
却
収
入
は
平
成　

年
度
当
初

１９

予
算
に
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
財
源
調
整
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
学
校
用
地
に
転
用
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
学
校
用

地
拡
張
の
点
で
は
、
市
の
財
産

で
あ
る
旧
福
祉
会
館
跡
地
が
最

も
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
と
言

え
ま
す
。

　
（
３
）
第
八
小
学
校
在
学
児

童
の
居
住
地
か
ら
見
た
対
象
校

の
妥
当
性
の
検
証

　

本
計
画
を
進
め
る
場
合
、
一

定
の
施
設
整
備
等
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
在

学
中
に
影
響
を
受
け
る
で
あ
ろ

う
児
童
は
、
最
大
で
も
１
学
年

か
ら
３
学
年
ま
で
と
考
え
る
こ

と
が
妥
当
で
す
。

　

平
成　

年
５
月
１
日
現
在
の

１９

第
八
小
学
校
の
１
学
年
か
ら
３

学
年
ま
で
の
在
学
児
童　

人
の

５０

居
住
地
は
、
２
ペ
ー
ジ
の
表
３

の
と
お
り
で
す
。
第
八
小
学
校

の
北
側
Ａ
の
区
域
居
住
児
童　
２４

人
（　

％
）、
第
八
小
学
校
の
西

４８

側
Ｂ
の
区
域
居
住
児
童　

人
１２

（　

％
）、
第
八
小
学
校
の
東

２４
南
側
Ｃ
の
区
域
居
住
児
童　

人
１３

（　

％
）、
徒
歩
圏
外
に
居
住

２６
の
児
童
１
人
（
２
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
『
再
編
成
計
画
』
ど
お
り
、
第

五
小
学
校
と
の
統
合
案
で
進
め

た
場
合
、
４
分
３
の
児
童
は
都

立
六
仙
公
園
と
い
う
大
規
模
な

ラ
ン
）』（
以
下
『
基
本
プ
ラ
ン
』

と
い
う
）
を
、
以
下
の
と
お
り

ま
と
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
西
部
地
域
に
つ
い
て

も
『
再
編
成
計
画
』
に
示
さ
れ

た
方
針
に
基
づ
き
、
そ
の
後
の

対
応
に
つ
い
て
総
合
的
な
整
合

性
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

なぜ、いま、
『基本プラン』
を策定するの
か…

１．中部地域
の小学校再編
成について…

（
２
面
へ
続
く
）

＜表１　平成１３年１０月「中部地域の学校適正配置等に
関する懇談会報告書」策定後の環境変化＞

計画現時点再編成計画策定時環境変化の要素

財政調整基金の年度末残高
が概ね２０億円確保されるま
でに回復し、行政センター
用地に係る債務１３億７千万
円を完済し、さらに、市税
収入は景気回復のほか収納
率が２６市中１０位になるまで
に徴収体制が整い、学校適
正化事業経費の制約条件は
緩和の方向にある。

平成１５年８月に、市
税収入の減少、行政
センター債務１３億７
千万円の１８年度まで
の返済、財政調整基
金の実質的な枯渇な
どを理由とした財政
危機宣言され、本事
業への影響が生じた。

財政状況による
制約

平成１８年４月１日に一部工
事が完了し、供用が開始さ
れ、東京都としては第八小
学校の閉校スケジュールを
踏まえ、事業の進捗を図る
可能性がある。

東京都は、「民有地優
先取得方針」の下に用
地買収を進めていた
が、東京都の財政状
況から抑制的傾向に
あった。

都立六仙公園
事業の進捗

平成１９年度、東京都は「新し
い学校づくり重点支援事
業」を創設した。【支援対
象】平成２３年４月１日まで
に統廃合される学校【支援
期間】原則３年間【主な支
援内容】教員の加配▽新し
い学校適応支援相談員の派
遣▽備品・設備・既存施設
の小規模な維持補修▽通学
指導員の配置経費補助等

小・中学校適正化を対
象とした東京都の補
助制度は無かった。

東京都による
制度上の財政
支援等

福祉会館機能が中央地区セ
ンターとわくわく健康プラ
ザに移転し、現在、更地に
なっている。

福祉会館が稼動して
おり、移転計画等も
無かった。

旧福祉会館
跡地の活用の
可能性

＜表２　第五小学校・第八小学校の現況（平成１９
年５月１日現在）と統合シュミュレーション＞

◎第八小学校

平　均
児童数

児　童　数
（学級数）

学　級

１６人１６人（１）１－１

１６人１６人（１）２－１

１８人１８人（１）３－１

２１人２１人（１）４－１

２０人２０人（１）５－１

２４人２４人（１）６－１

２０人１１５人（６）計

◎第五小学校

平　均
児童数

児　童　数
（学級数）

学　年

２９人８６人（３）１

３０人８９人（３）２

３１人９１人（３）３

２９人８７人（３）４

３４人１００人（３）５

３０人８８人（３）６

３１人５４１人（１８）計

◎第五小学校＋第八小学校

平　均
児童数

児　童　数
（学級数）

学　年

３４人１０２人（３）１

３５人１０５人（３）２

３７人１０９人（３）３

３６人１０８人（３）４

４０人１２０人（３）５

３８人１１２人（３）６

３７人６５６人（１８）計

※スペースの都合上、冊子『基本プラン』中
の表形式と若干異なっています。
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